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　高齢者の方やその家族の相談を受けたり、高齢者等の心身の状態に応じた各種サービ
スの提供などを支援する地域の総合的な支援センターです。 
事務所も平成２１年４月１日から木城町役場内に移転し、４名の専門職員が相談等に応
じます。お気軽にご相談ください。 

【主な利用対象者】 
○ 高齢者の方やその家族 
○ 一人暮らしや高齢夫婦世帯で日常生活に不安のある方 
○ 基本健康診査で生活機能低下が認められた方 
○ 介護保険において要支援１・２の認定を受け、介護予防サービスを利用される方 
○ 寝たきりや認知症で介護が必要な方やその家族など 
○ その他保健・医療・福祉サービスの利用を希望される方 

【職員体制及び業務内容】 
　サービスの提供には主任介護支援専門員と保健師、社会福祉士、看護師を配置し、 
以下の業務を行います。 

　４月から新たに４名体制でスタートしました。 
笑顔いっぱいのスタッフが皆さんの健康づくり
や生きがいづくりに向けて一緒にお手伝いします。 
いつでも気軽に声をかけてください。 
よろしくお願いします。 

木城町地域包括支援センター 

～住み慣れた木城のまちで生き生きと・・・活動的で生きがいに満ちた人づくり～ 

地域包括支援センターとは？ 

要支援・要介護に該当しない方の介護予防
サービスの相談・計画をします。 
要支援１・２と認定された方の新たな介護
予防サービス（新予防給付）が適切に提供
されるように調整します。 

○ 
 
○ 

高齢者が、適切なサービスを継続して利用
できるように、主治医や介護支援専門員と
の連携をはじめ、地域の関係機関との協力
により、継続的な支援を行います。 

○ 

認知症の保護や虐待の防止・早期発見など、
高齢者がいかに「自分らしく尊厳ある生活」
が送れるように、専門的・継続的な視点か
らの支援を行います。 

○ 高齢者やその家族の相談を受け、適切なサ
ービスにつなげます。相談の内容によって
サービス、制度に関する情報提供や関係機
関への紹介をします。 

○ 

◆相談時間◆ 
月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く） 
午前８時２０分から午後５時２０分まで 

後列左から 中井裕子・長友美代子 
前列左から 廣瀬菜美子・河野眞由美 



（３） 

木城町農村女性指導士協議会 
活動紹介 

木城町農村女性指導士協議会 
活動紹介 

　木城町農村女性指導士協議会は平成９年に発足し、現在は５名で協力し合いながら
農業女性支援活動や食農活動を積極的に活動しています。 
　今回、地産地消推進の取り組みが認められ、地産地消優良活動表彰事業で九州農政
局長賞を受賞しました。農作業や家事、地域活動に参加しながら、協議会活動にも積
極的に取組む彼女たちは、「歴代のメンバーの実績や周りの協力があったからこそ受
賞できました。これからも楽しく活動を続けたい」とコメント。これからの彼女たち
の活動に大いに期待したいと思います。 

「お茶でいっぷく」講習会

かかし設置

「すまいるかかしコンテスト」

「地産地消かんたんレシピ」作成

「じゃがいく体験」じゃがいも収穫
「地産地消かんたんレシピ」

「じゃがいく体験」調理実習

木城産小麦でパン作り体験

高農主催田植え選手権に参加
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世
界
の
金
融
資
本
市
場
は
、
百
年
に
一
度
と
い
わ

れ
る
危
機
に
陥
っ
て
お
り
、
金
融
の
激
変
が
世
界
経

済
を
弱
体
化
さ
せ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
、
世
界
の
金
融
資

本
市
場
の
危
機
を
契
機
に
、
輸
出
、
生
産
、
収
益
が

減
少
し
、
企
業
の
倒
産
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
雇
用
情
勢
が
急
激
に
悪
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
世
界
的
な
景
気
後
退
が
見
ら
れ
る
中
で
、
外
需
面

に
加
え
、
国
内
需
要
も
停
滞
し
、
景
気
も
下
降
局
面

に
あ
り
、
景
気
の
回
復
は
２
〜
３
年
は
か
か
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
中
で
、
平
成
２１
年
度
の
地
方
財
政
は
、

地
方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
て
も
な
お

財
政
不
足
が
大
幅
に
拡
大
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
、
地
方

財
政
の
借
入
金
残
高
が
増
大
し
て
お
り
、
今
後
そ
の

償
還
負
担
が
将
来
の
財
政
運
営
を
圧
迫
す
る
こ
と

が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
小
丸
川
発

電
所
が
一
部
運
転
開
始
し
た
こ
と
に
よ
る
固
定
資

産
税
に
よ
り
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
り
、

町
税
の
大
幅
な
増
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
歳
出
改
革
を
緩
め
る
こ
と

な
く
、
真
に
必
要
か
つ
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
財
源
配
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
併

せ
て
、
町
内
景
気
浮
揚
対
策
の
た
め
の
予
算
も
計
上

し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
本
町
は
平
成
２０
年
度
末
で
約
３５
億
９
千
万

円
の
起
債
残
を
有
し
て
お
り
、
今
後
、
起
債
償
還
や

繰
出
金
等
が
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

よ
り
一
層
の
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
見
直
し
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
本
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
財
政
の
健
全
化
や
住
民
の

            

福
利
向
上
を
目
指
し
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の
改
善

や
行
政
経
費
の
削
減
、
職
員
の
定
数
管
理
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
に
は
、
住
民
の
皆

様
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
行
政
主

導
型
で
な
く
、
住
民
の
皆
様
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
町
政
に
対
す
る
提
言
等
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
後
も
住
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
安
全
で
安
心

な
生
活
が
実
感
で
き
る
「
小
さ
く
て
も
誇
れ
る
、
キ

ラ
リ
と
輝
く
町
づ
く
り
」
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
以
下
、
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
重
点
項
目
に
つ

い
て
記
述
し
ま
す
。 
   

　
町
民
生
活
の
根
幹
と
な
る
社
会
基
盤
施
設
の
う

ち
、
道
路
や
水
道
お
よ
び
下
水
道
の
整
備
は
最
も
基

本
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
町
道
は
、
住
民
生
活
の
利
便
性
に
直
接
か
か
わ
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
交
通
安
全
の
面
か
ら
も
整
備
は

必
要
で
あ
り
ま
す
。
施
工
に
つ
い
て
は
２０
年
度
に
引

き
続
き
、「
池
田
中
椎
木
線
」、「
荒
瀬
２
号
線
」、「
中

椎
木
２
号
線
」
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
の
要
望
や
必
要
性
の
高
い
路
線
か
ら

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
簡
易
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
創
設
当
初
か
ら
の

老
朽
配
水
管
の
布
設
替
え
、
漏
水
調
査
等
を
定
期
的

に
実
施
し
、
安
全
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
飲
料
水

の
供
給
に
努
め
ま
す
。 

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
処
理
場
増
設
工
事
を

引
き
続
き
行
い
、
完
了
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
管
渠
工

事
も
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
加
入
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
、
当
事
業
区
域
以
外
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄

化
槽
の
普
及
を
進
め
、
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

   

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
林
業
に
つ
い

て
は
、
農
業
生
産
額
を
上
げ
、
魅
力
あ
る
農
業
、
持

続
可
能
な
農
業
に
す
る
べ
く
、
生
産
現
場･

生
産
農

家
に
わ
か
り
や
す
い
施
策
を
適
宜
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。 

　
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
需
給
に
応
じ
た
売

れ
る
米
作
り
と
、
担
い
手
を
中
心
と
し
た
生
産
性
の

高
い
水
田
農
業
経
営
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
そ
の
振
興
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
２１
年
度
は
、
生
産
調
整
に
取
り
組
ま
れ
る
農
家
や
、

今
ま
で
以
上
に
生
産
調
整
を
推
進
さ
れ
る
農
家
に

対
し
て
「
水
田
等
有
効
活
用
促
進
事
業
」
の
有
効
的

な
活
用
や
、
認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
た
「
耕
畜
連

携
推
進
対
策
」
へ
の
取
り
組
み
を
図
り
、
効
率
的･

安
定
的
な
水
田
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
し
、
目
標

達
成
の
た
め
に
引
き
続
き
助
成
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。  

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
飼
料
価
格
の
高
騰
、
子
牛
・

枝
肉
相
場
が
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、
農
家
の
継
続
性

と
更
な
る
資
質
向
上
を
念
頭
に
事
業
推
進
を
行
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
和
牛
に
お
け
る
繁
殖
基
盤
の

整
備
、
町
内
子
牛
の
販
売
促
進
、
枝
肉
出
荷
に
お
け

る
価
格
の
補
填
、
乳
牛
に
お
け
る
優
秀
雌
牛
の
確
保

等
を
推
進
し
、
生
産
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
２０
年
度
か
ら
西
都
児
湯
地
区
で
実
施

し
て
い
ま
す
国
庫
補
助
事
業
の
「
畜
産
担
い
手
育
成

総
合
整
備
事
業
」
に
お
い
て
、
担
い
手
に
お
け
る
牛

舎
整
備
を
推
進
し
、
増
頭
を
計
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
農
道
・
林
道
・
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
の

高
齢
化
等
に
よ
り
、
管
理
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
状

況
も
あ
り
、
利
便
性
の
確
保
、
生
産
性
の
向
上
の
た

め
の
整
備
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
需
要
が
伸
び
悩
み
、

価
格
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
国
土
保
全
を

は
じ
め
、
環
境･

水
資
源
の
涵
養
な
ど
森
林
の
持
つ

機
能
を
十
分
認
識
し
、
作
業
路
の
整
備
や
町
有
林
の

活
用
等
、
適
宜
対
応
い
た
し
ま
す
。  

   

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
人
口
減

少
時
代
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
は
未
婚
率

の
上
昇
や
晩
婚
化
に
加
え
、
子
育
て
に
金
が
か
か
る

こ
と
が
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
働
く
女
性
た
ち
が
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年

中
の
本
町
で
の
出
生
児
は
２８
名
で
あ
り
、
将
来
を
危

惧
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
引
き
続
き
、
保
育
園
に
気
軽
に
集

え
る
親
子
の
交
流
の
場
や
、
保
育
料
の
上
限
設
定
、

保
育
時
間
の
延
長
や
一
時
保
育
、
乳
幼
児
医
療
費
の

就
学
前
ま
で
の
全
額
助
成
や
義
務
教
育
終
了
時
ま

で
の
医
療
費
助
成
、
ま
た
妊
婦
検
診
の
助
成
回
数
を

増
や
す
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
６５
歳

以
上
人
口
は
平
成
２１
年
２
月
現
在
で
１
、
５
９
５
名

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
２９
・
５
％
に
達
し
て

お
り
、
さ
ら
に
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
よ
り

一
層
高
齢
者
対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体
制
を

よ
り
強
化
し
、
役
場
直
営
で
事
業
を
行
い
、
さ
ら
に

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
増
加
の
一
途
に

あ
る
医
療
費
を
抑
制
し
、
医
療
制
度
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
国
は
国
民
皆
保
険
の
も
と
、
医
療
制
度
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、「
医
療
費
の
適
正
化
」、「
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
創
設
」
な
ど
の
医
療
制

度
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
な
か
で
も
、
医
療
費
適
正
化
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、
平
成
１９
年
度
に
本
町
で
策
定
し
た
「
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
２０
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指

導
に
よ
っ
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
等
、
生
活
習
慣
病
の
疾
病
予
防
を

重
視
し
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、
医
療

保
険
者
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
充
実
を
図
り
、
医

療
費
の
抑
制
や
、
個
別
指
導
の
充
実
に
努
め
、
町
民

　
平
成
２１
年
第
２
回
木
城
町
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成
２１
年
度
木
城
町

一
般
会
計
予
算
な
ど
３４
件
の
議
案
及
び
１
件
の
諮
問
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

　
田
口
晃
史
町
長
が
示
し
た
、
平
成
２１
年
度
の
町
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

と
主
要
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

平
成
　
年
度
施
政
方
針 

２１ 

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備 

１ 

農
林
業
の
向
上
を
目
指
し
て 

２ 

少
子
高
齢
化
対
策
・
保
健
事
業
の
充
実 

３ 



（５） 

の
健
康
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
近
は
悪
性
疾
患
に
よ
る
死
亡
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
各
種
検
診
に
対

し
て
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、
医
療
費
の

節
減
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
世
界
的
に
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
対
策
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
は
な
お
一
層
、
行
政
と
関
係
機
関･

団
体
と

の
連
携
を
と
り
つ
つ
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
町
民
の
福
祉
行
政
と
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。  

   

　
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
本
を
な
す
も
の
と
考
え

ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
や
社
会
性
の
欠
如
が

懸
念
さ
れ
る
今
日
に
あ
っ
て
、
次
代
を
担
う
木
城
の

子
ど
も
た
ち
が
心
の
豊
か
さ
を
実
感
し
、
創
造
性
を

高
め
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
能
力
を
育
む
た
め

に
、
知･

徳･

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
育
の
推
進

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
義
務
教
育
は
、
確
か
な
学
力
と
健
康
な
身
体
、
豊

か
な
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

行
政
・
学
校
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
と
し
、
平
成
２１
年
度
も
引
き
続
き
学
力

向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
義
務
教
育
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
を
副

教
材
費
等
に
拡
充
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
学
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、
児
童
生
徒
の
健

康
増
進
に
も
取
り
組
み
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
学
校

医
、
県
の
歯
科
衛
生
士
と
連
携
し
た
歯
科
衛
生
事
業

を
各
学
校
で
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
近
年
、
児
童
生
徒
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
現
状
に
か
ん
が
み
、
通
学
時
の
安
全
確
保
を
は
じ

め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
地
域
・
家
庭･

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を

育
て
る
「
地
域
教
育
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
」
及
び
「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
取
り
組
み
、
地
域
の
教

育
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。  

　
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐
震
対
策
と
し
て
、
木

城
小
学
校
講
堂
の
取
り
壊
し
と
、
改
築
の
た
め
の
設

計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
木
城
小
学
校
・
中
学
校
校

舎
の
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
対
策
工
事
と
、
中
学
校

校
舎
外
壁
塗
装
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
木
城
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
が
建
設

中
で
あ
り
ま
す
。
教
育
振
興
の
中
核
施
設
と
し
て
、

誰
も
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
文
化
や
趣
味
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
よ
り
町
営

グ
ラ
ン
ド
の
全
面
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

   

　
今
日
の
環
境
問
題
は
、
ゴ
ミ
や
水
質
汚
濁
な
ど
の

身
近
な
問
題
か
ら
、
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊

と
い
う
地
球
規
模
の
問
題
ま
で
、
広
範
囲
か
つ
多
様

化
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
生
活
環
境
及
び
自
然
環
境
は
急
激
な
変
化

を
見
せ
、
年
を
追
う
ご
と
に
緊
急
か
つ
重
要
な
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
町
で
は
、
生
活
に
一
番
身
近
な
環
境
問
題
と
し

て
ゴ
ミ
排
出
量
の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
資

源
ゴ
ミ
の
分
別
の
徹
底
に
よ
る
ゴ
ミ
の
リ
ユ
ー
ス

及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

　
ゴ
ミ
量
の
減
量
化
を
推
進
し
、
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
が

り
、
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
対
策
の
第
一
歩
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
地
域

推
進
計
画
を
策
定
し
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
生
活
環
境
、
自
然
環
境
を
守
る
理
解
者

と
し
て
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
互
い

に
図
り
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
推
進
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て

不
法
投
棄
の
防
止
、
美
し
い
町
づ
く
り
を
町
民
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
町
及
び
地
域
の
生
活
環
境
及
び

自
然
環
境
を
守
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

　
定
住
人
口
の
増
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た
観
光
事
業

の
推
進
と
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
不
可
欠
と
考
え
、

交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、「
木
城
え
ほ
ん
の
郷
」
を
は
じ

め
、「
木
城
温
泉
館
湯
ら
ら
」、「
川
原
自
然
公
園
」
な

ど
の
交
流
事
業
の
基
盤
と
な
る
施
設
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
川
原
自
然
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
カ
ヌ
ー
・
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
に
加
え
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
常

設
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
今
後
は
季
節
や
天
候
を
問
わ

ず
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
発
信
基
地
と
し
て
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
２０
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
小
丸

川
発
電
所
展
示
館
ピ
ノ
ッ
Ｑ
パ
ー
ク
」
に
併
せ
、
石

河
内
に
あ
り
ま
す
「
木
城
え
ほ
ん
の
郷
」
を
は
じ
め

各
施
設
が
連
携
し
て
、
そ
の
魅
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
展
示
館
周
辺
（
仮
称
：
中
八
重
緑
地
公
園
）
の
整

備
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。
　
平
成
２０
年

２
月
に
埼
玉
県
毛
呂
山
町
と
結
ん
だ
「
友
情
都
市
」

と
の
文
化
交
流
や
沖
縄
県
う
る
ま
市
と
の
交
流
事

業
を
継
続
し
、
相
互
の
発
展
に
努
め
ま
す
。 

　
な
お
、
定
住
や
移
住
の
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
今
後
は
さ
ら
に
教
育
・
文
化
・
産
業
・
医
療
な
ど

の
分
野
で
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会
と
連
携
を

密
に
し
、
消
費
者
の
利
便
性
確
保
や
、
商
業
基
盤
の

整
備
を
図
り
な
が
ら
、
中
小
小
売
業
の
積
極
的
な
取

り
組
み
に
支
援
し
、
商
店
経
営
の
活
性
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

　
工
業
の
振
興
は
、
住
民
の
雇
用
確
保
の
場
と
し
て

重
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
、
工
場
立
地
環
境
の
整
備

を
図
り
な
が
ら
、
地
場
産
業
や
既
存
企
業
の
経
営
安

定
と
企
業
誘
致
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

   

　
自
動
車
の
普
及
と
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
交
通

量
は
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
県
道
「
木
城･

西
都
線
」、「
都
農
・
綾
線
」

の
交
通
量
は
年
毎
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
朝
夕
は
横

断
す
る
の
も
困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
町
内
で
の

交
通
事
故
発
生
状
況
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
飲
酒
運
転
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
未
着
用

は
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ず
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
今
後
は
、
事
故

多
発
地
点
の
道
路
改
良
、
安
全
施
設
の
整
備
等
に
努

め
、
交
通
事
故･

違
反
「
０
」
を
目
指
し
て
交
通
安
全

の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

　
平
成
１９
年
度
か
ら
平
成
２３
年
度
ま
で
の
５
カ
年

計
画
で
、
国
土
交
通
省
所
管
の
補
助
事
業
「
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
都
市

再
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
施

設
整
備
事
業
や
ソ
フ
ト
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
設
備
の
改

善
策
と
し
て
、
無
線
方
式
に
よ
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
通
信
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
及
び
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
難
視
聴
地
域
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
な
お
、
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一
戸
建
住
宅
を

向
河
原
に
６
戸
建
築
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

次
年
度
以
降
の
建
築
に
つ
い
て
も
、
入
居
希
望
者
の

動
向
を
見
な
が
ら
計
画
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

    

　
県
道
「
木
城･

西
都
線
」
の
「
椎
木
坂
」
の
改
良
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
ま

た
、
高
城
橋
に
つ
い
て
は
、
近
年
大
型
車
両
の
往
来

に
よ
り
自
転
車
等
の
通
行
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
歩
道
橋
の
設
置
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

　「
東
郷
・
西
都
線
」
に
つ
い
て
も
既
設
道
の
改
良

を
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

　
以
上
、
主
な
政
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

先
人
た
ち
が
営
々
と
築
き
上
げ
ら
れ
た
歴
史
や
文

化
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
将
来
に
継
承
し
、
町
民

の
幸
せ
と
町
の
発
展
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た 

観
光
・
交
流
事
業
の
推
進 

６ 

21
世
紀
を
担
う
人
づ
く
り
と
教
育 

４ 

環
境
へ
の
取
組
み 

５ 

商
工
業
の
振
興 

７ 

県
道
整
備
に
つ
い
て 

10
 

各
施
設
整
備
に
つ
い
て 

９ 

交
通
安
全
・
防
犯
へ
の
取
組
み 

８ 



（６） 

    

　
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
か
か
わ
り
の
深
い

一
般
会
計
予
算
は
、
今
年
度
歳
入
・
歳
出
、
そ

れ
ぞ
れ
４３
億
２
千
１
０
０
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
当
初
と
比
べ
１７
・
３
％
増
と
な
り
ま
し

た
。   

  

　
平
成
２０
年
度
か
ら
、
小
丸
川
発
電
所
運
転

開
始
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
た
め
、
歳
入
に

お
け
る
自
主
財
源
比
率
が
大
き
く
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
公
債
費
や
特
別
会
計
繰

出
金
な
ど
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
真
に
必
要
な
財
源
配
分
を
行
な
い
、

健
全
財
政
を
保
つ
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

性
質
別
の
割
合
で
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
の
自
主
財
源
が
、
３１
億
９
千
万
円

足
ら
ず
と
な
り
予
算
総
額
の
７３
・
８
％
、
国
・

県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
１１
億
３
千
万

円
余
り
で
同
２６
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。   

    

性
質
別
の
割
合
は
、
人
件
費
や
公
債
費
等

の
義
務
的
経
費
が
、
３４
・
２
％
、
物
件
費
や
補

助
費
等
の
一
般
行
政
経
費
が
、
３６
・
２
％
、
普

通
建
設
費
等
の
投
資
的
経
費
が
２９
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。   

  

目
的
別
で
は
、
教
育
費
が
最
も
大
き
く
、
次

い
で
民
生
費
、
総
務
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
総
合
交

流
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
、
扶
助
費
、
人
件
費

に
よ
る
も
の
で
す
。 

一
般
会
計 

　前
年
比
17
・
3
％
増 

歳
　
　
入 

歳
　
　
出 

地方交付税50,000千円1.2％ 

県支出金 
177,139千円 

使用料・手数料 
84,498千円 1.9％ 

52,599千円 1.2％ 
繰越金 

66,496千円 1.5％ 
地方譲与税 

地方消費税交付金38,000千円 0.9％ 

分担金及び負担金134,507千円 3.1％ 

歳　入 

43億2千1百万円 
国庫支出金 
480,357千円 
11.1％ 

繰入金 
340,950千円 
7.9％ 町　税 

2,578,854千円 
59.7％ 

町債 
317,600千円 

7.4％ 

4.1％ 

土木費215,725千円 

消防費 131,125千円3.0％ 
議会費 69,038千円1.6％ 

災害復旧費外19,258千円0.5％ 

農林水産業費 

9.3％ 

商工費 
400,558千円 

教育費 
979,827千円 
22.7％ 

民生費 
782,133千円 
18.1％ 

総務費 
641,224千円 
14.8％ 

公債費 
434,805千円 
10.1％ 

衛生費 
373,440千円 
8.7％ 

5.0％ 

6.3％ 
273,867千円 

歳　出 

43億2千1百万円 

　
平
成
２１
年
度
の
一
般
会
計
予
算
４３
億
２
千
１
０
０
万
円
が
、

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
広
報
誌
で
は
、
こ
の
予
算
が
私
た
ち
の
生
活
の

中
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
度 

　
一
般
会
計
予
算 



（７） 

町民一人当たりに使われるお金 
（平成21年4月1日現在 人口5,333人） （単位：円） 

衛 生 費  

農林水産業費 

土 木 費  

消 防 費  

議 会 費  

災害復旧費外 

教 育 費  

民 生 費  

総 務 費  

公 債 費  

商 工 費  

183,729円 

146,659円 

120,237円 

81,531円 

75,109円 

70,024円 

51,353円 

40,451円 

24,587円 

12,945円 

3,611円 

一般会計 

810,238円 

一般会計・特別会計予算一覧表 
（単位：千円） 

4,321,000 

754,000 

45,300 

507,000 

8,000 

46,700 

117,000 

600,000 

6,399,000

3,683,000 

825,000 

83,900 

523,000 

－ 

57,300 

120,000 

478,000 

5,770,200

2,951,000 

823,000 

669,800 

514,000 

－ 

－ 

126,000 

470,000 

5,553,800

区　　　分 

一 　 般 　 会 　 計 

特 別 会 計 

国民健康保険 

老 人 保 健  

介 護 保 険  
（保険事業） 
介 護 保 険  
（サービス事業） 

後期高齢者医療 

簡 易 水 道  

下 水 道  

総　　　　　額 

平成21年度 平成20年度 平成19年度 

一 般 会 計 歳 入 性 質 別 
（単位：千円） 

3,189,756 

1,131,244 

4,321,000

73.8％ 

26.2％ 

100％ 

3,072,963 

610,037 

3,683,000

83.4％ 

16.6％ 

100％ 

3.8％ 

85.4％ 

17.3％ 

区　　　分 

合　　　計 

自 主 財 源  

依 存 財 源  

平成21年度 構成比 平成20年度 構成比 伸び率 

平成21年度 
普通建設事業費 
の主なもの 

 
 

4億3,000万円 
 
 
 
 

1億4,581万円 
 
 
 
 

1億650.2万円 
 
 
 
 

6,031.4万円 
 
 
 

4,600万円 
 
 
 
 

3,240万円 
 

総合交流センター 
建築工事 
 
 
 
町営グランド 
整備工事 
 
 
 
中八重緑地公園 
整備工事 
 
 
 
中八重緑地公園 
大型屋根設置工事 
 
 
 
町道荒瀬２号線工事 
 
 
 
川原自然公園 
駐車場整備工事 
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まちの話題 まちの話題 

平成２１年　中之又小学校最後の卒業式 
３月２４日（火） 

木城温泉館「湯らら」温泉まつり 
４月４日（土）～４月５日（日） 

課
　
　
長 

課
長
補
佐 

係
　
　
長 

係
　
　
員 

町　長 田　口　晃　史 

副町長 三　隅　英　二 教育長 黒　木　種　臣 

平成21年4月1日　現在 
89名 

木城町役場機構・職員配置図 

主
任
主
事 

橋
本
敏
博 

総
務
課
付 

主
　
　
事 

佐
々
木
恒
太 

主
　
　
事 

黒
木
祐
一 

主
　
　
事 

川
原
久
幸 

主
任
主
事 

桑
原
幸
一 

主
任
主
事 

橋
口
直
幸 

主
任
主
事 

川
野
　
誠 

主
任
主
事 

森
水
　
琴 

主
任
主
事 

吉
野
　
茂 

主
　
　
事 

黒
木
　
陽 

技
　
　
師 

河
野
教
光 

主
　
　
事 

河
野
哲
史 

主
　
　
事 

黒
木
正
樹 

主
　
　
査 

渕
上
洋
子 

主
任
主
事 

松
本
文
勝 

主
任
主
事 

礒
部
早
苗 

派
　
　
遣 

長
友
美
代
子 

主
　
　
幹 

稗
嶋
京
子 

主
任
主
事 

主
　
　
事 

巽
　
雄
司 

主
任
主
事 

橋
本
正
枝 

主
任
主
事 

渡
邊
雅
洋 

主
任
主
事 

稲
田
　
崇 

主
　
　
査 

高
橋
茂
義 

主
　
　
事 

橋
本
暁
子 

主
　
　
事 

松
元
秀
聡 

主
任
主
事 

平
野
豊
和 

主
　
　
事 

中
村
伸
悟 

書
　
　
記 

渡
邊
千
里 

書
　
　
記 

渡
邊
千
里 

横
田
　
学 

平
野
大
輔 

総
　
務
　
係 

壱
岐
和
寿 

広
　
報
　
係 

谷
岡
　
潔 

簡
易
水
道
係 

萩
原
一
也 

下
水
道
係 

長
友
　
渉 

賦
　
課
　
係 

津
江
邦
彦 

徴
　
収
　
係 

小
嶋
一
洋 

電
　
算
　
係 

黒
木
宏
樹 

財
　
政
　
係 

中
村
宏
規 

管
　
財
　
係 

鈴
木
貴
弘 

電
源
対
策
係 

渕
上
達
也 

企
　
画
　
係 

渕
上
達
也 

商
工
観
光
係 

藤
井
　
学 

管
　
理
　
係 

黒
木
幸
一 

工
　
務
　
係 

税
田
宏
司 

建
　
築
　
係 

立
山
英
二 

介
護
保
険
係 

小
野
浩
司 

総
社
会
福
祉
係 

長
友
三
保 

衛
　
生
　
係 

廣
瀬
孝
一 

管
　
理
　
者 

中
井
裕
子 

主
任
保
育
士
主
幹 

橋
本
文
子 

戸
籍
住
民
係 

三
隅
秀
俊 

保
　
険
　
係 

廣
瀬
　
豊 

生
活
環
境
係 

白
岩
　
修 

農
　
政
　
係 

森
　
繁
美 

農
　
林
　
係 

江
口
将
生 

耕
　
地
　
係 

河
野
浩
俊 

農
業
委
員
会
係 

伊
藤
　
章 

会
　
計
　
係 

鍋
倉
貴
行 

学
校
教
育
係 

西
田
誠
司 

社
会
教
育
係 

濱
砂
光
章 

給
食
セ
ン
タ
ー
係 

江
藤
輝
幸 

議
事
調
査
係 

平
野
大
輔 

主
　
　
事 

黒
木
和
美 

主
任
技
師 

水
口
信
之 

主
　
　
事 

主
　
　
事 

稲
田
宏
美 

主
　
　
事 

　
丸
孝
枝 

主
任
技
師 

田
原
志
津
子 

派
　
　
遣 

河
野
眞
由
美 

主
　
　
査 

岩
村
み
ち
代 

主
　
　
事 

小
野
恵
子 

主
　
　
事 

森
　
秀
仁 

主
　
　
査 

内
田
　
瞳 

主
　
　
事 

泥
谷
昌
尚 

主
任
主
事 

内
野
宮
克
俊 

主
　
　
事 

小
野
大
希 

主
　
　
事 

森
　
晃
一 

技
　
　
師 

原
　
陽
子 

総
務
課 

鳴
海
良
廣 

補
　
佐 

中
井
諒
二 

財
政
課 

中
竹
憲
俊 

補
佐
・
兼 

中
村
宏
規 

企
画
課 

間
　
田
辰
郎 

補
佐
・
兼 

渕
上
達
也 

税
務
課 

石
井
雄
二 

補
佐
・
兼 

津
江
邦
彦 

補
　
佐 

吉
岡
信
明 

町
民
課 

押
川
安
廣 

会
計
課 

（
会
計
管
理
者
） 

加
藤
伸
一 

福
祉
保
健
課 

（
地
域
包
括
支
援 

  

セ
ン
タ
ー
所
長
） 

長
友
英
親 

産
業
振
興
課 

（
農
業
委
員
会
） 

半
渡
英
俊 

補
佐
・
兼 

三
隅
秀
俊 

教
育
課 

橋
本
未
知
男 
補
佐
・
兼 

西
田
誠
司 

補
佐
・
兼 

河
野
浩
俊 

環
境
整
備
課 

田
中
義
彦 

補
佐
・
兼 

税
田
宏
司 

補
佐
・
兼 

萩
原
一
也 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

中
央
保
育
所
長 

押
川
道
彦 

専
　
門
　
監 

井
上
和
好 

専
　
門
　
監 

伊
藤
　
章 

議
会
事
務
局 

横
田
　
学 

監
査
委
員
事
務
局 

横
田
　
学 

公
平
委
員
会 

　今年で１３６年の歴史に幕を閉じることとなった赤い屋
根の小学校、中之又小学校最後の卒業式が同小学校体育館
で行われました。地区住民や山村留学関係者など１２０名
を越える方が見守る中、卒業する３名の卒業生に卒業証書
が授与されました。３人はそれぞれ別の中学校に入学しま
すが、この地で学び培ったことを糧に頑張ってくれると思
います。 
　また、今後の校舎の利活用について、地区住民やこの小
学校を巣立っていった卒業生、山村留学関係者などが力を
合わせ、真の中之又力を発揮するよう協議が進められてい
ます。 

　今年で９周年を迎える木城温泉館「湯らら」では、日頃
のご愛顧に感謝して『温泉まつり』が開催されました。恒
例の花の女王による花の苗配布をはじめ、今回初の試みで
通り浜産のマグロの解体ショーやビンゴゲーム、湯らら鍋
の振舞いが行われ、大勢の人で賑わいました。農産物販売
所「菜っ葉屋」では、コンテナ市が行われ、取れたて野菜
の販売や加工品の試食販売会などが行われました。 
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氏　　　名 管 轄 地 区 職　　名 

団　　長 

副 団 長 

〃 

第１分団長 

第２分団長 

ラッパ部長 

本部部長 

第１部 部長 

第２部 部長 

第３部 部長 

第４部 部長 

第５部 部長 

第６部 部長 

第７部 部長 

第８部 部長 

第９部 部長 

第１０部 部長 

第１１部 部長 

甲 斐 政 治  
中 村 裕一郎 
矢 野 哲 也  
永 友 直 仁  
吉 良 清 志  
巽 　 雄 司  
桑 原 幸 一  
上 野 満 広  
高 橋 茂 義  
稲 口 勝 哉  
山 下 利 幸  
牧 草 謙 児  
久 保 和 昭  
黒 木 幸 一  
重 永 建 二  
河 埜 久 之  
江 藤 輝 幸  
中 嶽 全 志  

 

 

 

第１部～第６部 

本部、第７部～第１１部 

兼務 

町内全域 

田畑、一向瀬、重木 

四日市、出店、池田、中川原 

中椎木 

岩渕上・下 

比木 

 

 

田神、岩戸、新岩戸 

大字川原全域 

大字石河内全域 

大字中之又全域 

陣之内、牧之内、中原、溜水、百合野 

大字高城（中川原、田神、岩戸除く） 

いの うえ つぐ まさ 

井 上 雅 嗣 さん（２５歳）　在南 
☆お 仕 事：消防士　趣味：野球 
☆家族構成：両親・弟・祖母・叔母の６人家族 

　消防職員になって3年目になり、やっと生活に慣れてきました。
良き先輩に恵まれ毎日が発見の連続です。4月から夢であった救助
隊に異動となりがむしゃらに頑張っています。そして、周りの友
人が結婚していく中で私も結婚の方向にむかい準備しています。
いつも周りから支えてくれる皆さんに感謝いたします。 
 
 

　WBCでの日本代表世界1ですね！！　一野球人として本当に嬉
しかったです。少しの期間韓国に住んでいたので、決勝はある意味楽しめました。木城町から日本代表に選ば
れる選手が出てくることを楽しみにしています。 
 
 

昔から木城町は田舎と言われ続けてきました。でも、最高の町だと思っています。最高の町で最高の仲間に囲
まれて一生この木城町で暮らして生きます。 

●最近の出来事！《うれしかったこと》 

●自己紹介 

●木城町について・・・コメント 

このコーナーは、毎回町内在住・勤務されて 
いるいろんな方々に登場していただきます。 
　さて、今回登場するのは、この人！ 

（いつまでも感謝する心を忘れずに過ごしたいですね。） 

（野球少年団の指導者募集中！！あなたの経験を生かし、木城町からも日本代表を！！！） 

（子育てするなら木城町が１番。野球をするなら木城町が1番。ぜひ指導者に！！　～ブヨンセ～） 

平成21年度木城町消防団幹部・部長が決まりました！ （敬称略） 

【新部長任命式（4月1日）】 

写真右　井上さん 
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今
回
は
、前
回
紹
介
し
た
島
津
義
久
の
弟
に
あ
た
る
義
弘
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
義
弘
は
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
年
）
に
島
津
家
第
一
五
代
当
主
　
貴
久
の
子
と
し
て
伊
作
城

（
現
在
の
鹿
児
島
県
日
置
市
）に
て
生
ま
れ
ま
し
た
。義
久
は
二
歳
年
上
に
あ
た
り
、弟
に
は
、二
歳

年
下
の
歳
久
と
一
二
歳
年
下
の
家
久
が
い
ま
す
。こ
の
兄
弟
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
て
、

戦
国
時
代
の
九
州
地
方
に
島
津
氏
の
地
位
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。
特
に
次
男
で
あ
る
義
弘
は
、
兄

弟
の
中
で
も
、
そ
の
勇
猛
ぶ
り
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
数
々
の
戦
い
に
明
け
暮
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
そ
の
義
弘
の
初
陣
は
、天
文
二
三
年（
一
五
五
四
年
）岩
剣
城（
鹿
児
島
県
姶
良
町
）で
の
戦
い
で

す
。こ
こ
で
は
、島
津
氏
が
初
め
て
戦
い
で
鉄
砲
を
用
い
た
戦
い
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
戦
い
で
大
き
な
手
柄
を
立
て
た
義
弘
が
さ
ら
に
活
躍
し
た
戦
い
が
、
元
亀
三
年
（
一
五
七

二
年
）木
崎
原
の
戦
い
で
す
。当
時
の
日
向
国（
現
在
の
宮
崎
県
）全
体
は
伊
東
氏
が
支
配
を
し
て

い
ま
し
た
が
、薩
摩
国（
現
在
の
鹿
児
島
県
）か
ら
勢
力
を
つ
け
て
き
た
島
津
氏
と
共
に
飫
肥
地
方

（
現
在
の
日
南
市
）を
巡
る
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、伊
東
氏
が
そ
の
戦
い
に
一

歩
リ
ー
ド
し
た
形
で
、さ
ら
に
薩
摩
国
と
大
隅
国（
現
在
の
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
方
面
）と
日
向
国

の
接
点
に
当
た
る
、真
幸
院（
現
在
の
え
び
の
市
）の
奪
取
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
攻
撃
に
対
抗
す
べ
く
、
戦
い
の
最
前
線
に
躍
り
出
た
の
が
義
弘
で
あ
り
ま
す
。
伊
東
氏
が

攻
め
よ
う
と
す
る
真
幸
の
飯
野
城
に
入
り
、伊
東
義
祐
が
率
い
る
二
手
の
軍
に
対
し
て
僅
か
な
軍

勢
で
敵
の
主
力
を
襲
い
、見
事
に
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
戦
い
に
よ
り
、島
津

氏
は
、南
九
州
に
お
け
る
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
戦
い
で
敗
北
を
喫
し
た
、伊
東
義
祐
が
頼
っ
た
大
友
氏
と
島
津
氏
の
二
度
に
渡
る
戦
い
が

高
城
合
戦
で
あ
り
ま
す
。一
回
目
の
天
正
六
年（
一
五
七
八
年
）の
戦
い
で
は
、義
弘
は
兄
義
久
と

は
違
っ
た
ル
ー
ト
か
ら
、後
詰
と
し
て
山
田
信
介
有
信
を
城
主
と
す
る
、高
城
を
援
護
射
撃
し
、大

軍
で
攻
め
る
大
友
氏
の
軍
勢
を
迎
え
撃
ち
、歴
史
的
な
勝
利
を
導
く
活
躍
を
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
戦
い
で
勝
利
を
し
た
島
津
氏
は
、
日
向
国
の
経
営
を
安
定
さ
せ
、
肥
後
の
龍
造
寺
氏
を
打

ち
破
り
、九
州
全
域
を
制
覇
す
る
勢
い
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。そ
こ
で
、天
下
統
一
を
狙
う
、豊
臣

秀
吉
の
軍
が
九
州
征
伐
を
果
た
す
た
め
に
弟
で
あ
る
、秀
長
の
軍
勢
を
同
じ
く
高
城
に
派
遣
し
て

繰
り
広
げ
ら
れ
た
戦
い
が
二
回
目
の
天
正
一
五
年（
一
五
八
七
年
）の
戦
い
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、
義
弘
は
兄
の
義
久
と
共
に
、
豊
臣
氏
の
軍
勢
が
構
え
る
根
白
坂
の
陣
に
夜
襲
を
仕

掛
け
る
こ
と
に
な
り
、
一
進
一
退
の
攻
防
を
し
な
が
ら
も
、
多
大
な
る
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
実
力
の
差
を
痛
感
し
た
義
久
は
つ
い
に
豊
臣
秀
吉
に
和
睦
を
申
し
入
れ
、
戦
い
に
終
止

符
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
戦
い
で
九
州
を
平
定
し
た
秀
吉
は
、
義
久
に
は
薩
摩
国
を
与
え
、
義
弘
に
は
大
隅
国
と
日

向
国
の
一
部
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、文
禄
元
年（
一
五
九
二
年
）義
弘
は
、病
中

で
あ
る
兄
の
義
久
に
代
わ
っ
て
、秀
吉
か
ら
朝
鮮
出
兵
の
命
を
受
け
ま
す
。し
か
し
、国
元
か
ら
の

支
援
が
な
く
、貸
船
を
乗
り
継
ぎ
、よ
う
や
く
釜
山
に
到
着
し
ま
し
た
が
、軍
兵
が
お
ら
ず
、日
本

一
の
大
遅
陣
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、明（
中
国
の
当
時
の
王
朝
）と
秀
吉
の
交
渉
が
決
裂
し
て
、

起
き
た
慶
長
三
年（
一
五
九
八
年
）の
慶
長
の
役
で
は
、明
と
朝
鮮
の
大
軍
に
大
勝
利
を
収
め
る
活

躍
を
果
た
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、秀
吉
の
死
後
、慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
年
）に
天
下
分
け
目
の
戦
い
と
し
て
名
高
い
関

ヶ
原
の
戦
い
で
、
義
弘
率
い
る
島
津
軍
は
、
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
戦
い
の
成
り
行
き
を
見
守
る
た
め

に
、
三
成
の
再
三
に
渡
る
要
請
を
無
視

し
て
、
徳
川
家
康
率
い
る
東
軍
の
勝
利

の
確
定
を
見
届
け
、
一
気
に
敵
中
を
突

破
し
、
見
事
な
撤
退
を
果
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、「
島
津
の
退
き
口
」
と
し
て
、

後
世
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
九
州
地
方
に
止
ま

ら
ず
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
分
岐
点
と

な
る
大
き
な
戦
い
に
お
い
て
、
見
事
と

も
言
え
る
活
躍
を
果
た
し
た
島
津
義
弘

は
、
当
時
の
戦
国
大
名
の
中
で
も
そ
の

存
在
は
、
輝
か
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
言
え
る
で
し
ょ
う
。 （

白
岩
　
修
） 

シ
リ
ー
ズ 

文
化
財
よ
も
や
ま
話 

４３ 

「
高
城
合
戦
を
彩
る
武
将
達
③ 

島
津
義
弘
に
つ
い
て
」 

（
参
考
文
献
） 

「
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
　
戦
国
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
裂
帛
島
津
戦
記
」
二
〇
〇
一
年
　
学
研 

「
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
　
戦
国
九
州
三
国
志
」
二
〇
〇
八
年
　
学
研 

「
戦
国
武
将
　
島
津
義
弘
」
平
成
一
八
年
度
　
開
館
二
十
周
年
記
念
特
別
展
図
録
　
姶
良
町

　歴
史
民
俗
資
料
館
　
二
〇
〇
六
年 

「
高
城
戦
記
」
山
内
　
正
徳
　
二
〇
〇
八
年
　
鉱
脈
社 

高城陣構図（日南市飫肥歴史資料館所蔵） 



（１１） 

＜材料４人分＞ 
＜作り方＞ 

２４０ｇ 
各少  々
大さじ１ 
大さじ１ 
８０ｇ 
８０ｇ 
１００ｇ 
６０ｇ 
４０ｇ 
大さじ１ 
１・1/2 
小さじ２ 
大さじ２・1/2 
大さじ１ 
小さじ１弱 
１５０ｃｃ 
小さじ２ 

魚切身（赤身魚） 
塩・生姜汁（魚の下味用） 
片栗粉 
サラダ油（★） 
人参 
筍 
玉ねぎ 
生しいたけ 
ピーマン 
サラダ油（☆） 
酢大さじ 
砂糖 
ケチャップ 
しょうゆ 
中華風だしの素（粒状） 
水 

片栗粉 

魚切身はひと口大に切り、塩と生姜汁をふりかけ下味をつ
ける。水気をふいてから片栗粉をまぶし、サラダ油★で焼
いていったん取り出す。  
人参は一口大に切り、芯が残る程度に下ゆでしておく。他
の材料も一口大に切っておく。  
調味料を合わせておく。  
フライパンを温め、サラダ油でピーマン以外の野菜を炒め、
　の調味料を加え混ぜながら煮立たせ、ピーマンと魚を
もどし入れ再びひと煮立ちしたら皿に盛る。  
 

地区やグループへ 
調理実習を行っています 

子育て支援センターママクッキング 

調理実習の依頼・問い合わせは 

保健センター（℡ 32-4010）まで 
※食生活改善推進員と栄養士が地区にうかがいます。 

楽しく
 

ヘルシ
ーメニ

ュー 

作りま
せんか

？ 

キャベツはちぎり、他の
材料と固形スープの素・
水と一緒に火にかけひと
煮立ちしたら、塩こしょ
うで味を整えて最後にゴ
マ油をたらす。 

＜材料４人分＞ 

＜作り方＞ 

キャベツ 
もやし 
わかめ（乾燥） 
水 
固形スープの素 
塩・こしょう・ゴマ油 

８０ｇ（約３枚分） 
８０ｇ 
１０ｇ 
６００ｃｃ 
１個 
各少  々

野菜はちぎるだけ！ 
包丁・まな板は一切
使わずにできるので
「野菜はとりたいけ
ど忙しい～」人には 
おススメです。 

1

2

3

3

4

エネルギー 
塩分 

１８５ Kcal 
１．２ ｇ 

＜1人当り栄養価＞ 
木城町食生活改善推進員 

＜レシピ提供＞ 「脱メタボ」ポイント！ 
下ごしらえを揚げずに焼くこ
とで約１５０Kcal減らす事が
できます。 
また、味付けに「酢」を使う
ことで減塩にもなります。 



【町 面 積】 146.02km2
【町の人口】 
【世 帯 数】 
【発　　行】 
【編　　集】 

（21年4月1日現在）　●人口 5,333人（先月比－30人）●男 2,549人（－17人）　●女 2,784人（－13人） 
2,049世帯（先月比－10世帯） 
木城町役場　〒884-0101 宮崎県児湯郡木城町大字高城1,227-1　TEL.0983-32-4725・FAX.0983-32-3440 
総務課 

編
集
後
記 

　　　木城えほんの郷は、2009年の新緑の美しい季節。 

　　ゴールデンウィークを中心に、毎年恒例になっている 

　“木城えほんの郷2009”を開催いたします。そのメイン企画と 

して、「インド大地の光ラマチャンドランの絵本と民俗画の世界展」を開催

いたします。アジアの照葉樹林帯に位置する木城えほんの郷は、多様

な展開を進める現代絵本の世界で、特に、アジアの土の香のするすぐれ

た絵本に光のあたる作業を進めています。 

　今回の「木城えほんの郷2009」では、インドの現代美術を代表する画

家ラマチャンドランに光をあてた絵本原画と、インドの民族を描く、木版画、

銅版画、ミティラー絵画などを展示します。また、この原画展とともに、ゴー

ルデンウィーク恒例のイベントも予定しています。新緑の美しい木城えほん

の郷の一日をどうぞお楽しみください。 

『
お
ひ
さ
ま
を
ほ
し
が
っ
た
ハ
ヌ
マ
ン
』 

銅版画 

『ミティラー画』 

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ふ
え
』 

『
ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
』 

『
１
０
に
ん
の
き
こ
り
』 

2009年4月24日（金）～6月28日（日） 

料　金　　大　　人500円 
　　　　　小中高生300円 

（前売　大人400円・小中高生200円） 

5月5日（火）14時～ 水のステージ（無料） 

2009年4月29日～5月6日 

4月
29日
（水
）11
時～
 

森の
芝居
小屋
 

木城
えほ
んの
郷の
オー
プニ
ング
。 

地元
石河
内小
学校
の子
ども
たち
によ
る恒
例の
構成
劇 

「そ
んご
くう」
など
、セレ
モニ
ーを
お楽
しみ
くだ
さい
。 

4月24日（金）～6月28日（日） 森のきこり館 

4月29日（水）
、5月3日（日）

～5月6日（水
） 

森のえほん館
 

日替
わり
の絵
本ト
ーク
 

赤ちゃ
ん絵本

（4/2
9）、 

物語
絵本（

5/3）
 

科学
の絵
本（
5/4
）、 

昔ば
なし
絵本
（5
/5）
、 

幼
児
絵
本（
5/6
） 

4月24日（金）～6月28日（日） 
森のえほん館 

読み物など、14000册以
上展示されています。 

森の絵本館の絵本室には、絵本原画展にあわ 

せた関連の絵本や、日本や海外
の絵本、児童書、 手作りのカ

レー・ケー
キ・コーヒー

はいかが？
 

GW期間中
は常時開店

しています
 

森の芝居
小屋 

4月29日（水）、5月2日（土）～5月6日（水） 
森のえほん館 あなたの心に、たのしい絵本の世界がひろがるよ！ 

4月29日（水）、5月3日（日）～5月6日（水） 森の広場　森の受付棟 

万華鏡づくりといもむしごろごろ（5/3）、 

そらまめくん（5/4）、 

ひょうたんを
使った楽器

づくり（5/5
） 

　5月
4日（
月）・
5日（
火）
 

森の
えほ
ん館
の下
の栗
林 

　
新
緑
が
す
が
す
が
し
い
こ
の
時
期
、
学
校

は
新
学
期
、
職
場
で
は
新
年
度
と
皆
さ
ん
新

た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
！ 

　
木
城
町
で
も
定
額
給
付
金
申
請
受
付
が
始

ま
り
、
ぞ
く
ぞ
く
と
町
民
の
方
が
申
請
に
訪

れ
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
活
気
と
い
う

と
、
先
に
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
侍
ジ
ャ
パ
ン
の

活
躍
で
し
ょ
う
。
決
勝
で
は
、
宿
敵
韓
国
と

の
激
闘
の
す
え
勝
利
し
、
２
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。
野
球
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、
日
本

中
が
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
は
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
大
会
で
３
番
バ
ッ

タ
ー
を
務
め
た
の
が
青
木
宣
親
選
手
。
青
木

選
手
は
日
向
高
校
出
身
で
、
早
稲
田
大
学
か

ら
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
入
団
し
チ
ー
ム

の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
筆
者

も
微
力
な
が
ら
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

い
つ
の
日
か
甲
子
園
で
、
プ
ロ
野
球
の
世
界

で
、
世
界
の
舞
台
で
活
躍
し
て
く
れ
る
教
え

子
が
巣
立
っ
て
く
れ
る
の
を
夢
見
て
い
ま
す
。 

ゴ
　
ル
　
ゴ 

〜
５
６
５
〜 


